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上期連結損益は前期からの不採算案件のｺｽﾄ増があったものの、製造流通、
金融向けのﾋﾞｼﾞﾈｽｼｽﾃﾑおよびﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ系事業が好調に推移したことにより、
ほぼ計画通りとなった。前年同期比でもほぼ同ﾚﾍﾞﾙの損益である。

通期業績は、JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ1次の完了による売上高減や 新ｻｰﾋﾞｽ
事業立上げｺｽﾄの発生が見込まれるが、製造流通、金融向けのﾋﾞｼﾞﾈｽｼｽﾃﾑ
およびﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ系事業の売上増加に加え、前期不振であった事業の収益改善
により、期初見通し通りの損益達成を見込んでいる。

中期的な経営方針。

昨年策定した中期計画に沿って、 JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑの知見も活かしな
がら、製造流通向けのｱｶｳﾝﾄ拡大を推進していく。また回復が見込まれる金
融向けの対応、および当社独自のﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾋﾞｼﾞﾈｽの展開にも注力していく。

本日のポイント
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Ⅰ．2005年9月中間期
決算概況
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2005年9月中間期の業績（連結：計画比）

単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ0.3%0.3%（中間純利益率）

△18.0%△ 94150中間純利益

ｰｰ0.9%0.7%（経常利益率）

25.0%30150120経常利益

-ｰ1.0%0.7%（営業利益率）

38.2%42152110営業利益

△2.0%△ 33215,86816,200売上高

増減2005年9月中間期
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2005年9月中間期の業績（連結：前年同期比）

単位：百万円

--0.3%0.4%（中間純利益率）

率金額

△26.8%△ 154156中間純利益

--0.9%0.9%（経常利益率）

4.5%7150143経常利益

--1.0%0.9%（営業利益率）

8.5%12152140営業利益

--14.1%14.5%（売上総利益率）

△1.6%△ 372,2332,270売上総利益

1.4%21315,86815,655売上高

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
事業別売上内訳（連結：前年同期比）

単位：百万円

率金額

1.4%21315,86815,655全社計

△ 5.5%△ 1562,6992,855ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(14.5%)(893)(7,059)(6,166)(うちJFES以外)

(△7.9%)(△ 523)(6,110)(6,633)(うちJFES向け)

2.9%37013,16912,799ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
売上高増減の要因（連結：前年同期比）

▲523１．BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ向け）

・ｼｽﾃﾑ統合1次開発の収束による売上高減少

＋213合計

▲156３．PBS事業

・EC/EDIｼｽﾃﾑ事業の減少（前期に大口機器売上有り） （▲184：▲34%）

・商品情報統合DB「ﾒﾙｸﾘｳｽ」の売上高増加（＋70：+47%）

・その他（▲42）

＋893

影響額

２．BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ向け以外）

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業向け売上高の増加（JFE商事次世代ｼｽﾃﾑ等）（＋542：+27%）

・公共売上高の増加（+145）

・製造流通向け売上高の増加（計画ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｿﾌﾄ「ﾗﾋﾟｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ」等）（＋136：+23%）

・金融向け売上高の増加（新規案件の増加等）（+90：+9%）

・その他（▲20）

売上高増減要因

百万円
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受注残高の増減（連結）

単位：百万円

(106.3%)(597)(1,158)(561)(うちJFENW以外)

(△90.2%)(△641)(70)(711)(うちJFENW)＊

(△35.9%)(△629)(1,120)(1,749)(うちJFES向け)

48.9%(1,360)(4,140)(2,780)(うちJFES以外)

率金額

11.8%6866,4885,801全社計

△3.5%△441,2271,272ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

16.1%7315,2604,529ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減05/9末

受注残高

04/9末

受注残高

(*) JFENW(JFEGr向け通信ｻｰﾋﾞｽ）の受注残の差異は受注時期のズレによるもの。



Copyrights(c) 2005. JFE Systems, Inc. All right reserved.
10

2005年9月中間期
事業別売上総利益内訳（連結：前年同期比）

単位：百万円

△ 1.6%△ 372,2332,270全社計

率金額

--14.1%14.5%（売上総利益率）

--24.7%21.0%（売上総利益率）

11.2%67667600ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

--11.9%13.0%（売上総利益率）

△6.2%△ 1031,5661,669ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
売上総利益増減の要因（連結：前年同期比）

▲103

１．BAS事業

・製造流通向け売上高の増加および収益改善による売上総利益の増加（＋81）

・医療向けｼｽﾃﾑの収益改善（＋72）

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業向け売上高の増加による売上総利益の増加（＋65）

・金融向け売上高の増加による売上総利益の増加（+35）

・JFEｽﾁｰﾙ向け利益率の向上（+45）

・関西地区不採算案件のコスト増（▲410）

・その他（+9）

▲37合計

＋67２．PBS事業

・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ事業の収益改善による売上総利益の増加（＋76）

・電子帳票、DBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの売上高増加による売上総利益の増加（＋51）

・ NWｲﾝﾌﾗ事業の新事業（IT資産運用ｻｰﾋﾞｽ）ｺｽﾄ織りこみ（▲65）

・ その他（+5）

影響額売上総利益増減要因

百万円
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2005年9月中間期
販管費、営業外損益の増減（連結：前年同期比）

販売費・一般管理費 : △49百万円

（ 04/9：2,129百万円→05/9：2,080百万円）

営業外損益： △5百万円

（ 04/9 ：3百万円→ 05/9 ：△2百万円）

特別損益： +4百万円

（ 04/9 ：△8百万円→ 05/9 ：△4百万円）
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2005年9月中間期経常利益増減の内訳

▲65新事業（IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽ）立上げｺｽﾄ

+ 56電子帳票、DBｱﾌﾟﾘ等の売上高増加による売上総利益増加

▲ 410不採算案件の影響による売上総利益減少

+ 148前期不振事業の損益改善による売上総利益増加

▲ 5営業外損益の減

+ 7

+ 49

+235

金額

合計

販売費・一般管理費の削減

製造、JFEGｒ、金融、等の売上高増加による売上総利益増加

内 容

単位：百万円

04/9期143百万円→05/9期150百万円（+7百万円）
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2005年9月中間期経営指標（連結：前年同期比）

単位:百万円

率金額

4.0%0.010.100.09経常利益／人

0.8%0.110.110.0売上高／人

0.5%81,5741,566従業員数（人）

－－0.6%0.8%ＲＯＥ

－－44.0%43.4%株主資本比率

△1.2%△ 20716,59816,805総資本

0.2%167,3057,289株主資本

9.5%2002,3002,100有利子負債

増減05/9期

実績

04/9期

実績
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2005年9月中間期 販売先業種構成（単体）

44% 21% 13% 11%

6%

5%

49% 19% 9% 11%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

05/9中間期

05/3期

JFEｽﾁｰ
ﾙ向け

JFEｽﾁｰﾙ以外
の製造・物流

金融 サービス商業

その他
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Ⅱ．2006年3月期
業績見通し
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2006年3月期見込み（連結：計画比）

単位：百万円

比率見込 金額計画

63.5%

63.5%

-

0.0%

0.0%

0.0%

4,202

330

-

0

0

0

増減

10,8246,622EPS（円/株）

850520当期純利益

2.9%2.9%（経常利益率）

1,0501,050経常利益

1,0501,050営業利益

35,90035,900売上高

2006年3月期
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2006年3月期業績見込み（連結：前期比）

単位：百万円

291.7%

291.7%

ー

31.7%

32.2%

ー

8.8%

7.5%

率

8,058

633

ー

253

256

ー

452

2,508

金額

増減

10,8242,766EPS（円/株）

850217当期純利益

2.9%2.4%（経常利益率）

1,050797経常利益

1,050794営業利益

15.6%15.4%（売上総利益率）

5,6005,148売上総利益

35,90033,392売上高

06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上内訳（連結：前期比）

単位：百万円

率金額

7.5%2,50835,90033,392全社計

20.5%1,1306,6505,520ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(24.3%)(3,477)(17,800)(14,323)(うちJFES以外)

(△15.5%)(△ 2,099)(11,450)(13,549)(うちJFES向け)

4.9%1,37829,25027,872ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
売上高増減の要因（連結：前期比）

▲2,099

（▲15.5%）

１．BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ向け）

・ｼｽﾃﾑ統合1次開発の収束による売上高減少

+2,508

（＋7.5%）

合計

＋1,130

（＋20.5%）

３．PBS事業

・EC/EDIｼｽﾃﾑ事業の売上高増加（＋100：+13%）

・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ事業の売上高増加（大型案件獲得等） （＋700：+80%）

・電子帳票、DBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ等の売上高増加（＋330：+17%）

＋3,477

（＋24.3%）

影響額

２．BAS事業（JFEｽﾁｰﾙ向け以外）

・製造流通向け売上高の増加（ﾌﾟﾛｾｽ製造、ｴﾈﾙｷﾞｰ等）（＋1,000：+75%）

・ｸﾞﾙｰﾌﾟ企業向け売上高の増加（新統合ｼｽﾃﾑ対応）（＋1,000：+25%）

・金融向け売上高の増加（新規顧客案件への参入等）（+500：+25%）

・KIT売上高の増加（+400：+6%）

・その他（+577）

売上高増減要因

百万円
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2006年3月期見込み
事業別売上総利益内訳（連結：前期比）

単位：百万円

8.8%4525,6005,148全社計

率金額

ーー15.6%15.4%（売上総利益率）

ーー26.0%25.8%（売上総利益率）

12.5%1781,6001,422PBS事業

ーー13.4%13.4%（売上総利益率）

7.4%2754,0003,725BAS事業

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
売上総利益増減の要因（連結：前期比）

＋274

１．BAS事業

・製造流通向け、グループ会社向け、金融向け売上高増加による売上総利益の増加

（+524）

・医療向けｼｽﾃﾑ事業の収益改善による売上総利益の増加 （＋100）

・JFEｽﾁｰﾙ向け売上高減少による売上総利益の減少（▲100）

・関西地区不採算案件によるｺｽﾄ増（▲250）

+452合計

+178

２．PBS事業

・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ事業の収益改善による売上総利益の増加 （＋278）

・電子帳票、DBｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ等の売上高増加による売上総利益の増加（＋100）

・NWｲﾝﾌﾗ事業の新事業（IT資産運用ｻｰﾋﾞｽ）等ｺｽﾄ織りこみ（▲200）

影響額売上総利益増減要因

百万円
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2006年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（連結：前期比）

販売費・一般管理費 : +196百万円

（ 05/3：4,354百万円→06/3：4,550百万円*1）

*1：業種別営業強化、生産性向上ﾃｰﾏ費用等

特別損益： +768百万円

（ 05/3：△233百万円*2→06/3：535百万円*3）

*2：事務所移転費用、商号変更費用等

*3：退職給付制度終了益他
（適格退職年金制度 → 確定拠出年金制度）
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2006年3月期経常利益改善要因の整理

▲250関西地区不採算事業のｺｽﾄ増

+378前期不振事業の収益改善による売上総利益増加

+100ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業の売上高増加による売上総利益の増加

▲200IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽなどの新事業立上げｺｽﾄ

▲100JFEｽﾁｰﾙ向け売上高減少による売上総利益減少

▲3営業外収益

+253

▲196

+524

金額

合計

販売費・一般管理費の増加

製造流通、金融向け売上高増加による売上総利益の増加

項 目

単位：百万円

05/3期797百万円→06/3期1,050百万円（+253百万円）
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2006年3月期見込み経営指標（連結：前期比）

単位:百万円

率金額

30.0%0.150.670.51経常利益／人

6.2%1.322.821.5売上高／人

1.2%191,5741,555従業員数（人）

ーー11.1%2.9%ＲＯＥ

ーー42.0%41.2%株主資本比率

1.9%34918,52518,176総資本

4.0%3007,7867,486株主資本

△11.2%△ 3152,5002,815有利子負債

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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売上高の推移

77
109 117 128 132

154
182
229 227

187
234

124

127 137
146

125

176
168 150145 132

126

0

100

200

300

400

96
/3
97
/3
98
/3
99
/3
00
/3
01
/3
02
/3
03
/3
04
/3
05
/3
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/3

JFES
向け

JFES
以外

253

306
277 280264273

267

356 364
333

359
（億円）

（注）‘03/3期以降は連結売上高を記載
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Ⅲ. 重点課題への取組み
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環境認識と中期課題進捗状況

①企業収益の改善により、IT投資は高度化するが、
価格低下や投資選別は継続。
②顧客のコア事業への集中によりｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞﾆｰｽﾞが高まる。
→TCO削減、ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰﾘｶﾊﾞﾘなどの新たな需要が拡大

環境認識

①業種別営業体制への転換（05/4月）による製造流通向けの拡大
→ﾌﾟﾛｾｽ、自動車では手ごたえ。電機はﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄやﾊﾟｰﾄﾅｰ
連携によりﾌﾞﾚｰｸｽﾙｰをはかる。

②JFEｽﾁｰﾙの新統合ｼｽﾃﾑ（経営管理、販売管理）
→8月より順次移行中。ﾉｳﾊｳを外販展開に活用。

③独自ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業の展開
→生産計画ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ「ﾗﾋﾟｯﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ」、商品情報統合ﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ「ﾒﾙｸﾘｳｽ」が好調。「ﾒﾙｸﾘｳｽ」は政府の情報化月間
表彰を受賞。

中期課題の進捗状況

①ｱｶｳﾝﾄ顧客の拡大

②JFE新統合ｼｽﾃﾑのﾉｳﾊｳ活用

③独自ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業の拡大

④他社連携・M&Aの推進

今後の方針
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金
融

電
機

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

・通
信
等

他
の
製
造
流
通

自
動
車

ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

製
造

金
属
・加
工

５．事業スキーム

事業拡大方針
非鉄、ﾌﾟﾛｾｽ製造、自動車にはJFEｽﾁｰﾙ新統合のﾉｳﾊｳを始めとする当社独自の技術を武
器に主要ﾀｰｹﾞｯﾄとして営業ｱﾌﾟﾛｰﾁを集中。

金融向けは需要拡大が予想されるため、重点的に対応する。

上記以外の製造流通、他産業向けは独自ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄや他社連携での切り込みを行う。

業種ｱｶｳﾝﾄ戦略

JFEｽﾁｰﾙ新統合ﾉｳﾊｳ

他社連携・M&A

独自ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業推進

○ ○

△○ ○

△

○

△

○

○ ○

○

○

△

○△効果が期待できる分野

○

○

○

△ △ △

事業拡大方針
顧
客施策

△ △ 〇
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５．事業スキーム

アカウント顧客の獲得

ｼｽﾃﾑ資産棚卸
調査・分析

ｼｽﾃﾑ再構築

保守・運用
業務分析

→ｼｽﾃﾑ化企画・ｺﾝｻﾙ

JFE新統合
ﾉｳﾊｳ

IT資産統合運用ｻｰﾋﾞｽ

JgranｚNIC

(05/4ｻｰﾋﾞｽ開始)
・24H×365日
・ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰ
ﾘｶﾊﾞﾘ
・ｾｷｭﾘﾃｨ

・大規模ｼｽﾃﾑ統合ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
・柔軟なｼｽﾃﾑ構造の設計
・Z/OSの実践的技術

JFEｽﾁｰﾙGr
での蓄積

他社連携

ﾚｶﾞｼｰ･ﾏｲｸﾞﾚ
ｰｼｮﾝの実績

・大手自動車ﾒｰｶ
・大手飲料ﾒｰｶ
（05上実績）

◆「JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑ」を始めとする、独自の強み、ｿﾘｭｰｼｮﾝを活用し、ｼｽﾃﾑ資産分析→
ｼｽﾃﾑ再構築→保守・運用のﾌﾟﾛｾｽでｱｶｳﾝﾄ顧客獲得へ
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アカウント顧客獲得事例（通信大手X社）

統合システム基盤交換機（PBX）/CTI統合業務アプリ
ケーション

プロジェクト統括

データ移行 PBX／CTI

製品開発

システム基盤

ﾊﾟｰﾄﾅ ﾊﾟｰﾄﾅ

ﾊﾟｰﾄﾅ

既存系システム改修

運用サポート
センター

統合

既存系対応

JGranzNICベースの運用
下請け／外注協力ベンダ

ﾊﾟｰﾄﾅ

統合督促アプリ

統合アウトテレマアプリ

経 緯 通信大手X社は財務／システム基盤の強化を狙い、これまで独立で存在してい
た移動系と固定系の統合に着手、稼動後の運用効率化も視野に入れ各基幹系
を実力ある一ベンダに集約する方針をとった。

当社は10年来、コールセンターの業務アプリケーションを担当。サーバプラット
フォーム系の大手ﾍﾞﾝﾀﾞ、PBX系の大手ﾍﾞﾝﾀﾞ等との競合の末、大規模統合案件
（督促系/ｱｳﾄﾃﾚﾏｺｰﾙｾﾝﾀｰｼｽﾃﾑ部分）を受注した。
現在構築を進めているが、今後カットオーバー後の全体の保守運用サポート業
務を受託することにより、さらなる関係強化、安定収益の獲得を狙っている。

対応状況

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ概要
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独自ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ事業の展開

全般米国製企業間ﾃﾞｰﾀ交換用ﾐﾄﾞﾙｳｪｱGentran:serverEC/EDI

電機・自動車他社ｱﾗｲｱﾝｽ設計～製造全般のﾃﾞｰﾀを統合、一元管理PDM

統合商品ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ。食品ﾄﾚｻﾋﾞﾘﾃｨ等。

人事給与ｼｽﾃﾑ

原価会計ｼｽﾃﾑ

当社が導入しているJAVAの高生産性開発ﾍﾞｰｽ。DOA＋（Data Oriented
Analysis Plus）とOOP（Object Oriented Pｒograming）で構成

中小顧客向け販売生産管理ﾊﾟｯｹｰｼﾞ

ｼﾞｬｽﾄｲﾝﾀｲﾑ納入ﾓﾃﾞﾙ

生産管理ERPﾊﾟｯｹｰｼﾞ

統合生産計画ｼｽﾃﾑ

生産計画ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

概要

自社開発

ﾌﾞﾚｲﾆｨ・ﾜｰｸｽ社製

自社ﾉｳﾊｳ

自社開発

自社開発

富士通製

自社開発

ｶﾅﾀﾞ製

特徴

食品

全般

全般

全般（手作り型）

中小向け

電機・自動車

全般

ﾌﾟﾛｾｽ型製造

電機

主要分野

Mercriusその他

Stuff Brain

J-CCOREs経管系

J-DCOREs

管理上手

JITﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ

Glovia.com基幹系

（販売・生
産管理）

JUST-D

RapidResponse計画系

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ等分野

＜当社製造流通分野向けﾊﾟｯｹｰｼﾞ、ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ、開発技法の主なﾗｲﾝｱｯﾌﾟ＞

当社固有の商品・技術（下記）の適用拡大と改良を進める。業種別ｱﾌﾟﾛｰﾁの過程でﾆｰｽﾞをふまえ、技術・
商品を新たに開発、導入していく。

Mercriusuは商品の原材料等の情報管理における食品製造業共通の課題を解決するパッケージとして
大手食品メーカーをはじめ、30社に納入。食品でのﾃﾞﾌｧｸﾄ化と併せて他業界への展開をはかる。

Rapid Responseは今期に入って急速に受注が拡大。パソコン、携帯電話、デジタルカメラなど商品のﾗｲﾌｻｲ
ｸﾙが短く、需要予測が難しい業界で採用されている。
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原料規格

アレルゲン

GMO

成分値

配合 製造標準

インターネット
イントラネット

インターネットMercrius

お客様相談室

消費者

小売

工場
原料メーカ

食品生産管理ｼｽﾃﾑ

食品製造管理ｼｽﾃﾑ

ﾛｯﾄﾄﾚｰｽｼｽﾃﾑ

サプライヤ 小売・消費者

原料規格
情報

原料ﾛｯﾄ 中間品ﾛｯﾄ 製品ﾛｯﾄ 物流ﾛｯﾄ

ﾛｯﾄ情報ﾛｯﾄ情報

商品情報
参照

問い合わせ

商品情報開示

マスタ情報連携

情報流
物流

MRPⅡ
製造管理
在庫管理
原価管理

実績収集
配合ﾐｽ防止

基
準
情
報
管
理

実
績
管
理

物流ｾﾝﾀｰ

食品メーカー

製品情報統合管理システムMercrius

ICタグ
二次元バーコード

商品カルテ

政府主催の平成17年度情報化月間
「情報化促進貢献情報処理システム」を受賞。

政府主催の平成17年度情報化月間
「情報化促進貢献情報処理システム」を受賞。
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キユーピー 様

ハウス食品 様

大手H 社 様

キッコーマン 様

ヤマサ醤油 様

大手I 社様

明治製菓 様

大手D 社 様

大手E 社 様

大手F 社 様

中堅G 社 様

味の素冷凍食品 様

ニチロ 様

日本たばこ産業 様

大手A社 様

ポッカ コーポレーション 様

大手B社 様

中堅C社 様

日本ハム 様

プリマハム 様
昭和産業 様

大手J 社 様

冷凍食品冷凍食品 加工食品加工食品

飲料飲料

食肉食肉

菓子菓子

調味料調味料

製粉・油脂製粉・油脂

大手K 社 様香料香料

大手コンビニL 社 様

情報関連機器販社M 社 様

他

その他その他

商品の原材料等の情報管理における食品製造業様共通の課題を解決するパッケージとして既に
大手食品メーカーをはじめ、３０社様にご採用いただいております。

Mercriusの導入ユーザー様ご紹介
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JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑのﾉｳﾊｳ活用

JFEｽﾁｰﾙ新統合ｼｽﾃﾑの技術・ﾉｳﾊｳ

大規模ｼｽﾃﾑ統合のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ、開発方法論

・世界有数の鉄鋼ﾒｰｶの経営統合に対応し、経営管理、販売生産管理
などの基幹ｼｽﾃﾑを短期間で再構築
・経営環境の変化に迅速に対応できるよう柔軟なｼｽﾃﾑ構造を実現
・ Z/OS、EAIなど、最新の技術・ﾂｰﾙを適用

情報ｼｽﾃﾑの統合・再編

ﾌﾟﾛｾｽ型製造向けｼｽﾃﾑ構築

情報ｼｽﾃﾑ資産の再生・再構築
複雑かつ肥大化した既存ｼｽﾃﾑ
資産を、柔軟なｼｽﾃﾑ構造のｵｰﾌﾟﾝ
系ｼｽﾃﾑへ転換
→ｼｽﾃﾑ維持・運用ｺｽﾄの削減

適
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト

事
業
拡
大
の
有
力
な
武
器

大規模ｼｽﾃﾑへのｵｰﾌﾟﾝ系技術
（JAVA等）の全面適用

柔軟なｼｽﾃﾑ構造の設計

Z/OS、 EAIなどの実践技術
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戦略的業務提携・M&A

独立系（流通分野、ｾｷｭﾘﾃｨに強い）

独立系（自社ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ主体：通信制御等）

ﾕｰｻﾞ系（部品組立て型製造業：電機）

独立系（会計に強い）

ﾕｰｻﾞ系

連携先の概要

営業補完

（E社流通顧客の紹介、下工程委託等）

技術・営業補完

（D社製品の当社製品への組込み等）

技術補完

（C社部品組立型生産管理ﾉｳﾊｳ）

技術・営業補完

（B社会計と当社原価管理のﾀｲｱｯﾌﾟによる
共同提案）

技術・営業補完

（A社ERP、PDM等）

連携の目的

E社

D社

C社

B社

A社

＜事業提携先の例＞

当社の営業チャネル・業務ノウハウが弱い分野（組立型製造、流通、他）において、事業連携
により技術補完や顧客紹介を行い、ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の拡大につなげる。

一部には、事業連携の効果次第で資本提携の可能性もある。
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補足データ（単体損益）
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2005年9月中間期の業績（単体：計画比）

単位：百万円

実績計画 率金額

ｰｰ0.2%0.3%（中間純利益率）

△ 17.5%△ 73340中間純利益

ｰｰ0.6%0.5%（経常利益率）

25.7%188870経常利益

ｰｰ0.5%0.4%（営業利益率）

52.0%267650営業利益

1.3%18113,98113,800売上高

増減2005年9月中間期
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2005年9月中間期の業績（単体：前年同期比）

単位：百万円

--0.2%0.6%（中間純利益率）

率金額

△ 62.0%△ 553388中間純利益

--0.6%1.3%（経常利益率）

△ 50.0%△ 8988177経常利益

--0.5%1.2%（営業利益率）

△52.6%△ 8576161営業利益

--12.6%13.8%（売上総利益率）

△ 8.0%△ 1541,7561,910売上総利益

1.3%17613,98113,805売上高

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
事業別売上内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

率金額

1.3%17613,98113,805全社計

△ 5.6%△ 1602,7022,862ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(18.5%)(858)(5,508)(4,650)(うちJFE以外)

(△8.3%)(△ 523)(5,770)(6,293)(うちJFE向け)

3.1%33511,27810,943ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
事業別売上総利益内訳（単体：前年同期比）

単位：百万円

△ 8.1%△ 1541,7561,910全社計

率金額

ｰｰ12.6%13.8%（売上総利益率）

ｰｰ24.7%21.0%（売上総利益率）

11.2%67667600ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

ｰｰ9.7%12.0%（売上総利益率）

△16.8%△ 2201,0891,309ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減2005年

9月中間期

2004年

9月中間期
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2005年9月中間期
販管費、営業外損益の増減（単体：前年同期比）

販売費・一般管理費 : △68百万円
（ 04/9：1,748百万円→05/9：1,680百万円）

営業外損益：△3百万円
（ 04/9： 15百万円→05/9：12百万円）

特別損益：+10百万円
（ 04/9： △9百万円→05/9：1百万円）
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2005年9月中間期経営指標（単体：前年同期比）

単位:百万円

率金額

△ 50.3%△ 0.070.070.13経常利益／人

0.7%0.110.410.3売上高／人

0.5%71,3441,337従業員数（人）

ーー0.5%1.2%ＲＯＥ

ーー48.1%47.0%株主資本比率

△ 3.3%△ 50714,93915,446総資本

△ 0.9%△ 687,1877,255株主資本

9.5%2002,3002,100有利子負債

増減05/9期

実績

04/9期

実績
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2006年3月期業績見込み（単体：計画比）

単位：百万円

見込計画

68.8%

68.8%

ー

0.0%

0.0%

0.0%

率

4,202

330

ー

0

0

0

金額

増減

10,3146,112EPS（円/株）

810480当期純利益

2.8%2.8%（経常利益率）

860860経常利益

850850営業利益

30,80030,800売上高

2006年3月期
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2006年3月期業績見込み（単体：前期比）

単位：百万円

376.5%

376.5%

ー

53.3%

53.4%

ー

11.1%

6.1%

率

8,145

640

ー

299

296

ー

460

1,779

金額

増減

10,3142,169EPS（円/株）

810170当期純利益

2.8%1.9%（経常利益率）

860561経常利益

850554営業利益

14.9%14.3%（売上総利益率）

4,6004,140売上総利益

30,80029,021売上高

06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上内訳（単体：前期比）

単位：百万円

率金額

6.1%1,77930,80029,021全社計

20.1%1,1136,6505,537ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾍﾞｰｽ･ｿﾘｭｰ
ｼｮﾝ事業(PBS)計

(26.3%)(2,763)(13,250)(10,487)(うちJFES以外)

(△16.1%)(△2,097)(10,900)(12,997)(うちJFES向け)

2.8%66624,15023,484ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ･
ｼｽﾃﾑ事業(BAS)計

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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2006年3月期見込み
事業別売上総利益内訳（単体：前期比）

単位：百万円

11.1%4604,6004,140全社計

率金額

ーー14.9%14.3%（売上総利益率）

ーー23.6%23.1%（売上総利益率）

13.5%1721,4501,278PBS事業

ーー12.8%12.2%（売上総利益率）

10.1%2893,1502,861BAS事業

増減06/3期

見込

05/3期

実績



Copyrights(c) 2005. JFE Systems, Inc. All right reserved.
48

2006年3月期見込み
販管費、特別損益の増減（単体：前期比）

販売費・一般管理費 : +165百万円
（ 05/3：3,585百万円→06/3：3,750百万円*1）

*1： 営業要員増強、生産性向上ﾃｰﾏ費用等

特別損益： +717百万円
（ 05/3：△178百万円*2 →06/3：539百万円*3）

*2：事務所移転費用、商号変更費用等

*3：退職給付制度終了益
（適格退職年金制度 → 確定拠出年金制度）
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2006年3月期見込み経営指標（単体：前期比）

単位:百万円

率金額

51.2%0.220.640.42経常利益／人

4.7%1.022.921.9売上高／人

1.4%181,3441,326従業員数（人）

－－10.8%2.3%ＲＯＥ

－－45.7%45.8%株主資本比率

3.8%61716,70216,085総資本

3.6%2667,6407,374株主資本

△7.9%△ 2152,5002,715有利子負債

増減06/3期

見込

05/3期

実績
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連結子会社ＫＩＴｼｽﾃﾑｽﾞの業績

単位：百万円

54

79

79

440

増減

36

67

66

3,298

2005年

9月中間期

2006年

3月期

（予想）

130△18中間純利益

230△12経常利益

230△13営業利益

7,5402,858売上高

2004年

9月中間期

＜会社概要＞
・資本金：2億円 ・設立：1986年10月 ・株主：当社67.5%、JFE商事32.5%

・社長：坂倉彰一 （会長：岩橋 誠） ・従業員数230名（2005年9月末）

・事業内容：情報ｼｽﾃﾑ開発/運用、情報通信機器販売/付帯ｻｰﾋﾞｽ

＜業績＞

・2005年9月中間期はJFE商事向けの増加（次世代、新統合対応）等により、売上高、利益とも増加。

・2006年3月期計画達成に向けて、JFE商事案件の確保、JFEｼｽﾃﾑｽﾞとの連携強化をはかる。
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JFEｼｽﾃﾑｽﾞ株式会社

ご静聴ありがとうございました。

（ご注意）
本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確

定な要因を含んでおります。実際の業績は、さまざまな要因
により、見通しとは異なる結果となりうることをご承知おき願
います。


